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義之校精神「仁・義・礼・智・信」 

 月末を迎え、日中は真夏を思わせる気温となる日も出てきています。小学校では、適宜教室にエアコン

を入れたり、水分補給の声かけをしたりしながら、熱中症の予防をしています。また、暑さに慣れていな

いと熱中症になる危険性が高まります。そこで、体が暑さに慣れること（暑熱順化）が大切と言われてい

ます。暑熱順化がすすむと、発汗量や皮膚血流量が増加し、発汗による気化熱や 

体の表面から熱を逃がす熱放散がしやすくなります。体を暑さに慣れさせるためには、 

無理のない範囲で汗をかくことが大切です。運動や入浴をすることで、汗をかき、体を 

暑さに慣れさせましょう。暑熱順化には個人差もありますが、数日から 2 週間程度かか 

ります。暑くなってきていますが、暑熱順化のための動きや活動を始め、暑さに備えま 

しょう。 

 

西江原小学校ふれあい運動会を、雨天のため１日順延して５月１８日（日）に開催しました。 

当日は、残念ながら道祖踊りを除く公民館種目は中止となりましたが、小学校の種目はすべて行 

うことができました。 

今年の運動会のスローガンは「仲間と一緒に全力で深めよう 西江原の絆」でした。 

このスローガンのもと、子どもたちは大型連休前から一生懸命練習 

に取り組み、すばらしい演技やを競技を見せてくれました。６年生 

にとっては小学校最後の運動会となり、運動会の運営の中心となっ 

て、演技に係に一生懸命取り組む姿が見られました。 

来年度は、地域の皆様と一緒にできる運動会になればと思います。 

なお、運動会には井原放送が収録にきていました。６月中に放送 

されるということです 

5月 21日（水）、1年生が西江原幼児園の 5歳児（つき組）と幼児園園庭で一緒に

活動しました。この活動は幼保小が連携して生涯にわたる学びや生活の基盤をつくる重

要な時期にあたる 2年間（5歳児～1年生）をつなぐ「架け橋プログラム」の取組として

行われました。幼児園と小学校がめざす子ども像や期待する 

子ども像を共有して、この 2年間で様々な活動を実践してい 

きます。 

この日までに 1年生と 5歳児は休み時間に一緒に遊んだ 

り、運動会の演技の様子を見たりしてきました。21日は「すな 

やつちとなかよし」という内容で、砂場で穴を掘って水をため 

たり、泥団子を作ったりしながら、楽しく話をしたり協力しても 

のを作ったりする姿が見られました。 

これからも、様々な交流をしていくことになっています。11月 

にある西江原幼児園の研究発表会では、小学校との交流につ 

いても紹介されます。 

瞬間疾走ワープリレー（４年） ３つのかべをこえろ！（２年） 

ゴールにむかって  

いっちょくせん！（１年） 

バトンをつなげ！ 

サンクスリレー（３年） 

ダンシング玉入れ（１・２年） 

道祖踊り（２～４年・地域の皆様） 

魅せろ！高学年のバトンパス

（５年） 

西江原うらじゃ 2025（５・６年） つなげ！絆のバトン（６年） 

巻き起こせ！西江原の風（３・４年） 


